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を俟つこととなった。今後の運用にあたって
は、適宜規定を改定するなどの作業も必要にな
る。「若手・中堅検討会」への参加はもとより、
Facebook グループ「音楽図書館」には特に若
手中堅層の会員の積極的な参加をお願いした
い。とはいえ、将来的に Facebook アカウント
を必要としない IAML 日本支部主導による仕組
みを構築することが理想であり、今回の運用も
試験的な意味合いがあること、また、会員に対
して Facebook アカウントの取得を義務づける
ものではないことを付記しておく。

　最後に例会全体について述べる。今回は、「若
手・中堅検討会」の活動報告の場でもあったた
め、かねてから実施を検討していた Skype で
の遠隔参加を試み、愛知県より伊藤真理副支
部長の参加を頂いた。今回は Skype の通常の
機能を用いて、パソコン一台に対して一つの
Skype アカウントで対応する形式をとった。音
声は十分な音量を得られ、ディスカッションも
滞りなく行われた。ただ、スライド資料はパソ
コン付属のカメラでとらえきれず、配布資料と
ともに当日にメールで送付することとなった。
その他改善すべき点や複数の参加者がある場合
の対応等を想定し、次回の実施に備えたい。

【追記】初めての試みであった Skype の準備を
含め、例会実施に際して開催前より入念な準備
をして頂いた東京音楽大学付属図書館職員の皆
様に改めて感謝を申し上げたい。

注
[1] 当日のスライド資料は IAML 日本支部ウェブサイト
    からダウンロードできる（PDF 形式）。http://www.
    iaml.jp/katudo.html (2018/4/20 閲覧 ).
[2] IAML 日本支部ニューズレター .  2016, 第 58 号 , 
　　p.5-8.
[3] 国立国会図書館「カレントアウェアネス R」. 
　　http://current.ndl.go.jp/car（2018/3/19 閲覧 ).
[4] 「Facebook コミュニティ規定」. https://ja-jp.
　　facebook.com/communitystandards（2018/3/19   
　　閲覧 ).
[5] 「シェア」はウェブ上の情報を他のユーザーと共
　　有する目的で自分のページにリンクさせる
　　Facebook の機能のひとつ。

[6] 総務省情報通信政策研究所「平成 28 年情報通信
　　メディアの利用時間と情報行動に関する調査」
　　2017/7/7, http://www.soumu.go.jp/iicp/
　　chousakenkyu/seika/houkoku-since2011.html
　　（2018/3/19 閲覧 ).

　                      　　　　　　       　        （くぼ　えりあ）

第 63 回例会傍聴記　

　　　　　　　　　 　　　  工藤  哲朗

　今回の例会では「音楽情報におけるカレント
アウェアネスの試み」をテーマに、山本宗由氏
と久保絵里麻氏の二人による発表が行われた。
　このようなテーマを取り上げるに至った背景
には、IAML 日本支部における会員の高齢化が
ある。当支部ではこの傾向に危機感を抱き、数
年前に「若手・中堅検討会」（仮称）という組
織を作って打開策を模索し始めた。今回の発表
者 2 人はいずれもこの会のメンバーであり、新
たな会員、とりわけ若い会員を増やすアイデア
として、今回の試みが生まれた。
　ただ、実のところ私は今回のテーマを当初や
や懐疑的に捉えていた。「カレントアウェアネ
ス」といっても、音楽図書館に関する情報など
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果たして世の中にどれほどあるものだろうか、
と。すぐに「ネタ切れ」になってしまうのでは
ないかとさえ考えていた。
　しかし、この予想は見事に裏切られた。山本
氏が Facebook（以下、FB）上に設けた非公開
グループ「音楽図書館」で 2017 年 4 ～ 10 月
に行った投稿は約 90 件にものぼり、４～ 7 月
初旬まではおおよそ 1 日 1 件のペースで投稿
されている。取り上げられた内容は IAML の活
動だけではなく、音楽関連の参考図書やプロジ
ェクトの紹介、図書館で催されるイベントの情
報（大学・専門・公立等様々な館種にわたる）
など、多様性に富み、広がりを持ったものだっ
た。しかも投稿はいずれも典拠が示されており、
信頼性も高い。結果的に、私は音楽図書館界と
いうのはこれほどまでに動きと広がりのある
ものだったのかと今更ながら思い知らされるこ
とになった。加えて、FB という媒体は比較的
若い世代を中心に多くの人々が 1 日～数日に 1
回程度は習慣的に見るものだから、仮に当支部
がそこで誰でも閲覧可能な形で投稿を行えば、
多くの人に音楽図書館界の活発な動きを日常的
に知ってもらうことができ、IAML という団体
の知名度向上にも繋がっていくのではないかと
強く感じた。
　ただ、その実現までの過程には検討すべき事
項もある。以下では質疑応答の際にフロアから
出た指摘なども掬い取りつつ、主要な論点を洗
い出し、私見を述べたい。
　まず重要なのは閲覧・投稿・（投稿への）コ
メントに関する権限の問題である。個人的には、
閲覧は誰もができる状況でなければあまり意味
がないと思う。閲覧者を制限していては、結局
IAML 内部だけの活動に終わってしまい、外部
に対するアピールにはなり得ない。当然新たな
会員の獲得にも繋がらない。まずは音楽図書館
の世界と IAML という団体の存在を少しでも多
くの人に知ってもらえるよう、投稿は誰もが閲

覧できる状態にすべきだろう。ただし、公開に
向けた一つのステップとして、当支部の役員や
会員という枠で閲覧に制限をかけ、その状態で
試験運用を行うという方法はあり得よう。
　一方で投稿の権限は、まずは当支部会員また
はその中の特定の担当者に限った方がよいので
はないだろうか。確かに、誰もが投稿可能とす
る方向性も魅力的ではある。そうすれば参加の
ハードルは低く保ちつつ、情報の速報性を高め
ることができるし、参加者が各々投稿してくれ
れば、特定の担当者に負担が集中するようなこ
ともない。最終的にはある種の「集合知」を実
現できる可能性もある。しかし、FB での投稿
を当支部の公式活動とするならば、当支部が
個々の投稿に一定の責任を負う必要が出てくる
だろう。そうであれば、投稿に関してはまずは
当支部がコントロールできる形にした方が無難
に思われる。もちろん FB での活動を「非公式」
や「半公式」と位置付け、そうした責任を回避
する方法も考えられなくはないが、それではこ
の活動を当支部の組織の中で位置付けたり、こ
の活動に携わる会員に支部として何らかの報酬
を与えたりすることが却って難しくはならない
だろうか。また、閲覧と合わせて投稿もしてく
れるユーザーの数は未知数であり、最初から閲
覧者による投稿を頼みとするのはやや確実性に
欠けるようにも思える。さらに、会員以外も投
稿可能となると、音楽図書館や IAML とは隔た
りのある投稿が増えてしまい、FB グループの
方向性そのものがぶれてしまう恐れもある。こ
のように、投稿への責任、活動の安定性、活動
の方向性の保持等の観点では、まずは投稿権限
を当支部会員またはその中の担当者にのみ与え
て運用していくのが良いと考える。投稿権限を
会員外に拡大するのは、その状態での運用が軌
道に乗ってから検討するのでも遅くはないだろ
う。
　なお、投稿に対するコメントについては、原
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則的に個々人の名前の下で行われるものと考え
られ、これに対して当支部が責任を負う必要は
まずないだろうから、閲覧と同様に誰もが行え
る形にしても問題ないだろう。
　各種権限の次には、投稿基準・運用規定の設
定も課題だ。今回の試みでは、FB 上の投稿は
すべて山本氏一人が行ったが、個人の関心に偏
らず、IAML に関係する個人・団体だけを利す
ることのないよう配慮した以外は特に明確な基
準・規定はなかったようだ。しかし、今後この
活動に複数の人が関わり、継続させていかなけ
ればならないとすると、何らかの基準またはチ
ェック体制が必要だろう。とはいえ、チェック
を行うとなるとその分投稿に時間がかかり、速
報性は失われてしまう。私自身もここで明確な
案の提示はできないが、数項目程度の極めてシ
ンプルな基準・規定を役員または全会員で承認
し、投稿は原則各担当者に一任する、というの
が試験運用を続けるにあたっては妥当なライン
ではないだろうか。
　活動の継続性もまた大きな問題である。山本
氏が発表の中で述べた通り、投稿をある程度の
頻度で長く続けていくのには相当の労力が必要
となる。当支部の中で特定の担当者を決めると
しても、今回の試みはあくまで発案が若手であ
るというだけで、その試みを支えることは年齢
や FB ユーザーか否かに関係なく可能なはずだ。
投稿の材料となるトピックを見つけたり、それ
に簡単な紹介文を付したりすることは当支部会
員なら誰しもが多少はできるだろう。この活動
を継続していけるかどうかは、若手や FB 担当
者といった特定の会員ではなく、むしろそれ以
外の会員の参画の度合いにかかっているのでは
ないかと私は感じている。
　その他で気になった細かい点としては、まず
非 FB ユーザーの会員との情報共有がある。当
支部会員で FB を使っている人は決して多数派
ではない。ゆくゆくは、FB に投稿した内容を

当支部ウェブサイトでも公開するなど、非 FB
ユーザーの会員も含む当支部全会員が情報共有
できる方策を考えなければ、全会員が一致して
この活動に協力することが難しくなる恐れがあ
る。また、久保氏は FB 以外のソーシャルネッ
トワーキングサービス（以下、SNS）への展開
の可能性にも言及されていたが、FB は原則実
名で、現実の個人同士の繋がりで情報をやり取
りする SNS である。このため、時に FB グルー
プへの参加はハードルが高く、投稿した情報の
流通範囲も現実の人間関係の範囲に限られやす
い。これに対し、例えば Twitter は匿名のユー
ザーも多く、個々の投稿（ツイート）がリツイ
ートや検索の機能を通してより自由に流通して
いる印象がある。FB での活動が軌道に乗った
後には、特性の異なる別の SNS の併用も検討
してよいと思う。さらに、今回の試みにはすで
に先行する事例もいくらかある（例えば、国立
国会図書館関西館図書館協力課の「カレントア
ウェアネス・ポータル」等）。投稿基準の策定
などにあたっては、こうした先行事例の関係者
を例会に招くなどして積極的に意見聴取を行
い、参考としても良いのではないだろうか。
　以上のように様々な課題はあるものの、この
試みが継続されるべきものであることは疑う余
地がない。また、上記の課題の中には実践を積
み重ねる中で解決の糸口が見えてくるものもあ
るだろう。私も一会員として、何らかの形でこ
の試みが実を結ぶのを助けられればと思う。
　なお、余談となるが、今回の例会では試行的
に Skype を使用して伊藤真理副支部長が名古
屋から参加、質疑応答も行った。この方法なら、
東京近郊以外に住む図書館員等も気軽に会合に
参加でき、当支部の会員増加にも繋がるのでは
ないかと感じられた。今後も同様の試みが継続
されることを期待したい。
　　　　　　　　　　　　　（くどう　てつろう）
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日本支部総会・例会のご案内
　既報の通り、下記の日程で開催されます。今年度
第 1 回の例会は国際会議として開催いたします。 
当会議は会員以外の方でもご参加いただけます。ふ
るってご参加ください。
○ 総会
　　日時　6 月 16 日（土）13 時～ 14 時
　　場所　立教大学（池袋キャンパス）12 号館 2 階会議室
○ 例会：IAML/RILM 共催国際会議

「 ア ジ ア の 音 楽 情 報 と 国 際 協 力 の 推 進： 音 楽 資 料 の
調 査 と 音 楽 図 書 館 の 連 携 Music Information in Asia 
and Advancement of International Collaboration: 
Searching the Music Source and Connecting the 
Music Libraries」

　　日時　同日 14 時～ 17 時 45 分（13 時半受付開始）
　　場所　同上 12 号館地下 1 階第 1 ＆ 2 会議室
○ 情報交換会（会費制）　18 時 15 分～ 20 時
　　於セントポールズ会館 1 階松本楼
   詳細は、国際会議専用ウェブサイト（https://
iamlrilmrikkyo2018tokyo.jimdo.com）
もしくは右記の QR コードへアクセス
してください。

Fontes Artis Musicae 電子版利用のお願い
　IAML 本部より、印刷費用削減のために、是非電
子版をご利用いただきたい旨の連絡がありました。
当 誌 は 現 在、JSTOR (1954‒2015) お よ び Project 
Muse (2016‒ ) で全号のアクセスが可能となってい
ます。
　印刷体の送付を中止するには、本部会計担当
Thomas Kalk 氏 [treasurer@iaml.info] にその旨をご
一報くだされば完了です。手続きについては動画

（http://www.iaml.info/news/how-stop-receiving-
print-fontes-30-seconds）でも確認できます。ご協
力のほどよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　2018 年 5 月 10 日発行

国際音楽資料情報協会（IAML）日本支部

〒 171-8540　東京都豊島区南池袋 3-4-5

東京音楽大学付属図書館    http://www.iaml.jp
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Liesbeth Hoedemaeker-Cohen Fund 国際大

会参加補助金

　国際大会参加旅費を補助することを目的とし
た当補助には 30 人以上の応募があり、今年は
情報リテラシー教育に貢献することが期待され
るマニトバ大学〔カナダ）音楽図書館館長の
Katherine J. Penner 氏が選ばれました。補助金
は今後も継続される見込みです。支部会員のみ
なさまもふるってご応募ください。

『日本目録規則2018年版予備版』公表

　日 本 図 書 館 協 会 目 録 委 員 会 は、3 月 28 日
『日本目録規則 2018 年版予備版』ページを開

設し、公表を開始しました。各章ごとに PDF
フ ァ イ ル で 提 供 し て い ま す（http://www.jla.
or.jp/committees/mokuroku/ncr2018/tabid/718/
Default.aspx）。また、従来の「NCR2018（仮称）」
ページを「日本目録規則（NCR）2018 年版関連
情報」と名称変更して更新しています（（http://
www.jla.or.jp/committees/mokuroku/tabid/643/
Default.aspx）。

メールアドレス確認のお願い　

　IAML 本部では電子メールを利用した選挙
が予定されています。メールアドレスの変更
や新規登録をご希望の方、また新年度で住所
等が変更になっている場合は、事務局長藤
堂（yasuko.todo@nifty.ne.jp； 電 話・FAX 03-
3485-3717）までお知らせください。

事務局

         だ
より 


